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鋤 7弱くOJ今年も卿 昌静けも含

８
月
２
日

（金
）
よ
り
１
泊
２
日

に
て
、
「第
１２
回

・
夏
の
寺
子
屋
子

ど
も
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
よ
り
若
干
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
３０
名

の
子
ど
も
達

が
集
ま
り
、
人
数
に
関
係
な
く
み
ん

な
元
気
！
お
手
伝

い
に
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
達
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

一
日
日
は
チ
ー
ム
戦
や
個
人
戦
に

て
、
色
々
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
夜
に

は
厳
か
に
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に

て

一
日
を
終
え
ま
し
た
。

二
日
日
は
温
か
い
朝
粥
を
召
し
上

が

っ
た
後
、
佐
藤
先
生
に
来
て
も
ら
い

ま
し
て
、
納
豆
パ
ッ
ク
の
獅
子
な
ど
、

色
々
な
工
作
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
最
後
は
恒
例
の
お
や
つ
―

本
年
も
、
仏
教
婦
大
会
や
仏
教
壮
年

会
の
方
々
、
ま
た
卒
業
し
た
中
学
生
や

青
年
の
方
、
た
く
さ
ん
の
お
手
伝
い
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
を
楽
し
み
に
１

・

▲

儡

柵

Ш

隔

閣

”

▼

・

先
日
沖
縄
へ
行
き
本
願
寺
沖
縄

別
院
と
、
戦
時
中
の
沖
縄
戦
に
お

け
る
隠
れ
家
だ
っ
た
ガ
マ
ヘ
行
き
ま
し

た
。
▼
本
願
寺
沖
縄
別
院
は
、
終
戦

後
に
於
け
る
浄
土
真
宗
の
沖
縄
教

線
拡
充
の
た
め
に
当
初
は
有
志
に

よ
っ
て
布
教
所
が
置
か
れ
た
の
に
は

じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
中
の
ら
で
あ
る

沖
縄
県

・
浦
添
市
に
あ
る

「浦
添

布
教
所
」
が
沖
縄
別
院
の
前
身
と

な
り
ま
す
。
昭
和
４７
年
の
本
土
復

帰
に
伴
い
、
浦
添
に

「沖
縄
開
教

事
務
所
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
平
成
１６
年
に
本
願
寺
沖
縄

別
院
と
し
て
正
式
に
認
可
さ
れ
る
に

至
り
ま
し
た
。
し
か
し
本
土
復
帰

の
折
り
に
建
築
さ
れ
た
建
物
は
老
朽

化
に
よ
り
雨
漏
り
も
激
し
い
状
態

で
、
こ
の
度
、
３
年
前
の
平
成
２８
年

に
新
し
い
建
物
に
り
一二
―
ア
ル
さ
れ

ま
し
た
。
▼
こ
の
浦
添
と
い
つ
場
所
は

メ
ル
・
ギ
ブ
ソ
ン
監
督
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド

映
画

ス
ク
ソ
ー

・
リ
ッ
ジ
』
の
舞

台
と
な
る
実
際
の
場
所
で
す
。
ア

ク
ソ
ー

・
り
と
こ

と
は
断
崖
絶
壁

の
浦
添

。
前
田
高
地
の
地
形
を
表

現
さ
れ
た
も
の
で
、
沖
縄
地
上
戦
の

中
で
も
悲
惨
な
激
戦
の
地
で
し
た
。

▼
直
接
の
関
連
性
は
知
り
ま
せ
ん

が
、
何
か
理
由
が
あ
っ
て
布
教
所
を

こ
の
地
に
選
ん
だ
の
か
と
思
う
と
、

非
常
に
興
味
の
あ
る
話
で
す
。
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覚
法
寺
歓
喜
会

・

孟
蘭
盆
会
法
要

さ
る
人
月
十
六
日
に
、
当
山
覚
法

寺
に
於
き
ま
し
て
、
歓
喜
会
並
び
に

孟
蘭
盆
会
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。

覚
法
寺
所
有
の
京
塚
墓
地
を
は
じ

め
、
覚
法
寺
納
骨
堂

・
無
量
寿
堂
で

の
読
経
の
後
に
、
本
堂
に
て
法
要
が

執
り
行
わ
れ
、
引
き
続
い
て
菊
池
郡

の
浄
念
寺
の

城
弘
教
師
の

ご
法
話
を
頂

き
ま
し
て
、

今
年
も
無
事

に
ご
法
要
を

勤
め
あ
げ
る

事
が
出
来
ま

し
た
。

・
仏
教
粧
年
会
長
崎
大
会

九
月
七
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た

「第
二
十
三

回
仏
教
壮
年
会
長
崎
大
会
」
に
は
、
覚
法
寺
か
ら
六
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
長
崎
平
和
記
念
公
園
と
グ
ラ
バ
ー
園
、
大
浦
天

主
堂
を
見
学
し
、
暑
さ
に
汗
を
流
し
な
が
ら
も
、
長
崎
の
成

り
立
ち
や
平
和
の
在
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
事
を
考
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

翌
日
は
諫
早
文
化
会
館
に
て

『そ
の
ま
ま
で
～
変
わ
り
ゆ

く
時
代
、
変
わ
ら
な
い
み
教
え
～
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

若
林
員
人
師
に
よ
る

「他
力
真
宗
」
に
つ
い
て
の
ご
法
話
と
、

小
谷
み
ど
り
先
生
の

「終
活
ブ
ー
ム
の
背
景
に
あ
る
意
識
」

に
つ
い
て
の
ご
講
和
を
頂
き
ま
し
た
。

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
日
進
月
歩
の
科
学
の
発
展
の

恩
恵
に
預
か
り
な
が
ら
も
、
次
々
と
生
ま
れ
溢
れ
る
悩
み
に

振
り
回
さ
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
ご
講
師
は
、
変
化
す
る
社
会
の
問
題
点
と
、
ど

の
時
代
に
お
い
て
も
共
通
す
る
人
間
の
苦
悩
に
つ
い
て
、
時

に
面
白
お
か
し
く
、
時
に
鋭
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
と
切
り

口
で
聴
衆
に
語
り
掛
け
ら
れ
、
私
た
ち
が
ど
う
生
き
て
い
く

の
か
と
い
う
事
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

三
年
後
の
第
二
十
四
回
仏
壮
大
会
は
熊
本
に
て
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

ご
門
徒
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
事
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
助
力
い
た
だ
き
た
い
と
も
思
い
ま
す
。

京塚納骨所にての法要

孟蘭盆会法要

熊本組から参加された方々3年後の熊本大会に向けて
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笏

覚法寺仏教婦人会

●例会 仏教基礎講座「仏壇の荘厳」 講師 住職さん

恒例の “お楽しみ会 "ビ ンゴゲームでささやかだけど数々の景品。

一

●「夏の寺子屋子ども会」の有志者によるお手伝い。

本年も2日 間、体調をくずすことなくお迎えの

父兄と楽しそうに帰路につく子どもたちの姿に
スタッフ(私達も入っています)一同ホット!!
来年も参加したいと言う子どもさんもいましたよ。

夕食のカレーライス作り、朝食の “お粥さん "。

おやつは焼きとうもろこし。かき氷・すいか等々。

●例会 =孟蘭盆会法要
納骨堂 。無量寿堂等にお参りの方々と一緒に

本堂でお勤めの後、お盆のお話を聴聞。

今年は城弘教師の講話。

仏教基礎講座「正信念仏偶のおつとめについて」
講師 住職さん

●秋季彼岸会法要

台風接近にもかかわらず、私達の想定以上の参詣者

数で、いそいそとお斎 (ち らし寿司)を ご用意致しま
した。お参りもさせていただきました。

銀
ホ
仏
敬
壮
年
合

仏
教
壮
年
会
で
は
七
月
に
、
共
済
会
館

の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
は
、
試
験
的
に
や
り
方
を
変
更
し

た
勉
強
会
に
つ
い
て
の
反
省
で
あ
っ
た
り
、

日
頃
話
さ
な
い
内
々
の
考
え
で
あ
っ
た
り
と
、

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
膝
を
交
え
て
語
り

合
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
仏
教
壮
年
会
の
方
々
の
ご
助
力
に

よ
り
、
八
月
二
日
か
ら
三
日
の
一泊
二
日
で

執
り
行
わ
れ
た
「夏
の
寺
子
屋
子
ど
も
会
」、

八
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
覚
法
寺
歓
喜
会

・

孟
蘭
盆
会
法
要
も
、
お
陰
様
で
無
事
に
終

え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
壮
年
会
で
は
勉
強
会
や
懇
親

会
を
執
り
行
っ
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
お
時
間
の
許
す
様
で
し
た
ら
、
是

非
と
も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

勁

Ｗ一帷

子どもたちのおやつ作 り

子どもたちからの「ありがとう」

美味 しいちらし寿司製作中 !
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「宗
閥
総
合
振
興
計
画
」

ご
懇
志
進
納
状
況
の
報
告
●

本
山
か
ら
の
依
頼
額
九
三
〇
万

円
の
う
ち
九
月
四
日
現
在
、
五
人

五
件

。
九
五
五
万
円
の
ご
懇
志
を

お
預
か
り
致
し
ま
し
た
。
篤
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま

で
達
成
し
ま
し
た
。

進
納
期
限
は
二
〇
二
〇
年
三
月
三

十

一
日
ま
で
、
あ
と
半
年
程
で
す
。

ご
進
納
が
ま
だ
の
方
は
、
ど
う
ぞ
ご

協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。本

山
で
は
二
〇
二
三
年

（令
和
五

年
）
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
期
間
に

て

『親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

・

立
教
開
宗
八
百
年
法
要
』
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

覚
法
寺
で
も
本
山
の
法
要
後
に
、

記
念
法
要
を
行
う
予
定
で
す
。
依
頼

額
よ
り
過
分
に
な
り
ま
し
た
ご
懇
志

は
、
こ
ち
ら
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
」

沖
縄
県
の
読
谷
村
に
あ
り
ま
す
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
に
行
き
ま
し
た
。
ガ
マ
は
鍾

乳
洞
な
ど
洞
穴
の
こ
と
で
、
二
年
前
に
こ
こ
で
残
念
な
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た

が
、
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
と
は
戦
時
中
の
沖
縄
地
上
戦
に
よ
り
民
間
人
が
米
軍
の
攻

撃
か
ら
逃
れ
て
隠
れ
る
た
め
に
使
わ
れ
た
ガ
マ
の
一
つ
で
す
。

チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
は
集
団

自
決
が
行
わ
れ
た
場
所

で
、
こ
の
ガ
マ
の
中
は
墓

地
の
役
割
も
し
て
い
る

事
か
ら
、
入
る
こ
と
は

許
さ
れ
ず
、
ガ
マ
の
外

よ
り
お
参
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
浦
添
市
に
あ
り

ま
す
本
願
寺
沖
縄
別
院

に
も
参
拝
い
た
し
ま
し

た
。
美
し
い
お
内
陣
で

す
。
詳
し
く
は
一
面
目

の
「住
職
雑
記
」
を
読

ん
で
く
だ
さ
い
。
長
年

の
老
朽
化
に
よ
り
、
三

年
前
に
新
築
に
て
落
慶

さ
れ
た
本
堂
で
す
。

ガマの手前にある記念像ガマの手前の広場

別院の本堂沖縄別院

寺院仏具修復・納骨堂設計 。施工
保教用具専門D 仏壇・仏具 。修復 。修理

③ お種のイ
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